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宍
塚
の
自
然
と
歴
史

宍
塚
の
自
然
と
歴
史

一
中
地
区
市
民
委
員
会

　

　
　副
委
員
長

　
　
　
　

　
　佐
野

　道
夫

我
が
街

　港
町

我
が
街

　港
町港

町
三
丁
目
地
区
長

　
　黒
田

　千
勝

　

私
が
小
学
生
の
頃
、
夏
に
な
る
と
ゴ

ル
フ
練
習
場
の
西
側
山
道
を
通
っ
て
大

池
に
泳
ぎ
に
行
っ
た
。
途
中
の
畑
に
は

ト
マ
ト
や
ス
イ
カ
の
畑
、
桃
畑
が
あ
っ

た
。
そ
の
頃
は
、
山
の
落
ち
葉
や
木
の

小
枝
を
集
め
家
の
燃
料
と
し
て
使
っ
て

い
た
の
で
ど
の
山
も
綺
麗
で
、
秋
に
は

初
茸
・
ほ
う
き
だ
け
・
網
茸
な
ど
茸
が

沢
山
採
れ
た
。
池
か
ら
流
れ
る
小
川
に

は
小
鮒
・
め
だ
か
・
沢
蟹
・
蜆
な
ど
が

い
て
泳
い
だ
後
は
そ
こ
で
遊
ん
だ
。

　

こ
の
池
を
中
心
と
し
た
自
然
は
、
一

時
宅
地
公
団
に
よ
る
二
四
〇
町
歩

（
七
二
万
坪
）
の
宅
地
開
発
計
画
が
あ
っ

た
が
中
止
に
な
り
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

残
さ
れ
た
が
、
大
池
の
護
岸
が
補
強
さ

れ
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
た
。
池
は
用
水

池
と
し
て
活
用
し
田
植
え
時
期
や
稲
穂

の
出
る
時
は
水
を
利
用
し
た
。
夏
の
半

ば
に
は
池
も
干
上
が
り
、
鯉
・
鮒
・
鯰
・

鰻
な
ど
を
多
く
の
人
が
取
り
合
っ
た
。

　

池
の
南
東
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
所

に
上
高
津
貝
塚
が
あ
り
秋
に
は
小
麦
が

黄
金
色
に
な
り
、
刈
り
取
っ
た
後
は
白

い
貝
殻
の
畑
に
一
変
し
た
。
時
に
は
矢

じ
り
な
ど
も
混
じ
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
北
側
へ
数
百
メ
ー
ト
ル
の

所
に
元
の
般
若
寺
が
あ
る
。
般
若
寺
は

平
将
門
の
二
女
「
安
寿
姫
」
に
よ
っ
て

九
四
七
年
に
開
基
さ
れ
た
。
将
門
の
死

後
安
寿
姫
は
大
和
路
奈
良
の
般
若
寺
に

入
り
修
行
後
尼
僧
と
な
り
父
将
門
の

三
十
三
回
忌
に
寺
屋
敷
（
現
在
も
地
名

が
残
っ
て
い
る
）
に
開
基
さ
れ
た
。
盛

ん
だ
っ
た
頃
は
、
寺
領
数
百
町
歩
あ
り
、

本
堂
・
観
音
堂
・
釈
迦
堂
と
七
堂
伽
藍

が
そ
び
え
、
僧
兵
数
十
名
が
警
護
に
あ

た
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
鎌
倉
幕
府
の

四
代
「
時
頼
」
と
親
交
が
あ
り
、
小
田

城
主
「
時
知
」
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

佐
竹
・
小
田
の
交
戦
に
よ
っ
て
永
禄
・

天
正
に
か
け
寺
社
・
民
家
が
こ
と
ご
と

く
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
北
西

の
平
地
に
移
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

寺
は
始
め
律
宗
で
あ
っ
た
が
、
今
は
真

言
宗
豊
山
派
と
な
る
。
寺
に
あ
る
鐘
は

型
は
悪
い
が
鐘
銘
は
整
然
と
し
て
お
り
、

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
。
製
作
は
建

治
元
年
八
月
二
十
七
日
と
あ
り
源
海
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

結
界
石
は
（
県
指
定
文
化
財
）
僧
侶

の
戒
律
厳
守
の
境
界
で
こ
れ
よ
り
先
は

領
民
は
足
を
踏
み
込
む
事
が
出
来
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
忍
性
大
和
尚
の
建
立

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
釈
迦
如
来
は

（
県
指
定
文
化
財
）
一
二
七
八
年
に
運
慶

に
よ
る
阿
弥
陀
如
来
像
で
現
在
は
仮
堂

内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
石
造
五
重
塔

（
県
指
定
文
化
財
）
は
人
間
の
立
体
を
か

た
ど
っ
た
も
の
で
五
つ
の
部
品
か
ら
な

り
大
和
尚
の
墓
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他

釈
迦
堂
内
に
は
阿
弥
陀
如
来
・
毘
沙
門

天
・
脇
侍
等
鎌
倉
時
代
の
一
流
仏
師
に

よ
る
多
く
の
像
が
あ
る
。（
般
若
寺
に
付

い
て
は
父　
佐
野
春
介
の
書
よ
り
）

　

宍
塚
は
縄
文
・
弥
生
時
代
の
遺
跡
も

多
く
、
自
然
豊
か
な
歴
史
の
里
で
あ
る
。

　

当
町
内
の
地
域
は
、
食
糧
増
産
の
た

め
、
国
の
認
可
の
基
に
霞
ヶ
浦
の
一
部

を
堤
防
で
締
め
切
り
、
公
有
水
面
埋
立

事
業
と
し
て
、
昭
和
初
期
に
藤
川
組
の

藤
川
捨
吉
氏
が
、
十
年
間
の
歳
月
を
か

け
、
こ
の
難
工
事
を
、
人
力
に
お
い
て

堤
防
を
築
き
、
干
拓
事
業
を
完
成
さ
せ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
十
五
町
歩
の
水
田
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
又
、
藤
川
氏
は
干
拓
農
場
の

経
営
に
当
た
り
、
度
重
な
る
水
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
幾
度
の
災
害
復
旧

の
す
え
、
後
に
米
約
九
〇
〇
俵
を
収
穫

し
、
県
下
一
の
模
範
農
場
と
し
て
、
脚

光
を
浴
び
る
事
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る「
藤
川
新
田
」で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
四
十
三
年
藤
川
新
田
は
、
市
の

住
宅
公
社
に
住
宅
用
地
と
し
て
譲
渡
さ

れ
、
公
社
は
霞
ヶ
浦
に
堆
積
し
た
底
泥

を
利
用
し
た
計
画
に
基
づ
き
浚
渫
船
（
サ

ン
ド
ポ
ン
プ
）
よ
り
送
水
管
を
敷
き
、

埋
め
立
て
を
開
始
し
て
昭
和
四
十
五
年

に
住
宅
地
と
し
て
造
成
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
期
分
譲
、
第
二
期
分
譲
と
売
り
出

さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年
湖
畔
の
住
宅
街

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

同
四
十
七
年
十
一
月
、
土
浦
市
第
一

次
住
宅
表
示
事
業
に
よ
っ
て
港
町
三
丁

目
に
編
入
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
区
域
は
、
土
浦
駅
東
口
か
ら

東
へ
約
１
ｋ
ｍ
の
位
置
に
あ
り
、
南
側

は
桜
川
の
最
末
端
と
な
り
、
霞
ヶ
浦
に

注
い
で
い
ま
す
。
東
側
は
広
大
な
霞
ヶ

浦
と
、
遠
方
に
か
す
み
が
う
ら
市
、
阿

見
町
、
美
浦
村
の
一
部
が
見
え
、
又
晴

れ
た
日
に
は
、
遥
か
に
鹿
島
臨
海
工
業

地
帯
の
立
ち
並
ぶ
煙
突
も
見
る
事
が
で

き
ま
す
。
北
西
方
面
は
土
浦
港
、
そ
し

て
隣
接
す
る
の
が
港
町
二
丁
目
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
三
方
が
、
湖
岸
提
と
湖

面
に
囲
ま
れ
比
較
的
景
観
や
環
境
に
恵
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中
国
武
術
気
功
友
の
会

中
国
武
術
気
功
友
の
会

ま
れ
た
静
か
な
住
宅
地
域
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
町
内
の
住
宅
構
成
は
、
一
戸
建

住
宅
が
主
体
で
マ
ン
シ
ョ
ン
一
棟
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
一
棟
、
ア
パ
ー
ト
十
三

戸
か
ら
成
る
、
総
世
帯
数
三
五
五
戸
で

あ
り
ま
す
。

　
町
内
の
事
業
は
、
港
町
三
丁
目
町
内
憲

章
で
あ
る
（
き
れ
い
な
、
明
る
い
、
住
み

よ
い
街
）
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町

内
の
総
会
に
於
い
て
一
年
間
の
行
事
を
協

議
決
定
を
し
、町
内
の
各
種
団
体
（
寿
会
、

青
壮
年
会
、
育
成
会
等
）
の
協
力
を
頂
き

行
事
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

街
の
景
観
に
つ
い
て
、
町
内
を
取
り

囲
む
湖
岸
提
に
は
遊
歩
道
共
に
１・
２
ｋ

ｍ
に
渡
り
、
樹
齢
四
〇
年
を
超
え
る
桜

並
木
が
あ
り
、
春
に
は
満
開
の
桜
が
町

内
を
包
み
地
域
住
民
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
又
元
旦
に
は
霞
ヶ
浦
の

湖
面
か
ら
昇
る
ご
来
光
を
求
め
て
、
近

年
は
カ
メ
ラ
片
手
に
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
す
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
こ
の
街
を
散

策
な
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
す
か
？

　

心
に
残
る

発
見
が
出
来

る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

以
上
我
が

街
港
町
に
つ

い
て
記
載
さ

せ
て
頂
き
ま

し
た
。

交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
終
え
て

交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
終
え
て

文
化
広
報
部

　
　
　部
長

　新
井

　幸
男

市
民
委
員
会

　
　専
門
部
の
活
動

市
民
委
員
会

　
　専
門
部
の
活
動

文
化
広
報
部
の
年
間
行
事
計
画
と
し
て

部
員
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
の
趣
旨
か
ら

昨
年
十
一
月
十
九
日（
日
）に「
ま
ち
歩
き

交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ

た
状
況
の
中
、
部
員
の
他
お
友
達
を
誘
い

合
い
十
二
名
が
参
加
さ
れ
、
土
浦
市
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
大
川
様
・
萩
島

様
の
案
内
に
よ
り
、
午
前
九
時
か
ら
約
三

時
間
掛
け
て
、「
小
町
の
館
」
を
起
点
と

し
て
周
辺
の
寺
社
等
を
巡
り
ま
し
た
。

時
期
的
に
赤
や
黄
色
に
色
づ
い
た
木
々

を
眺
め
な
が
ら
紅
葉
の
中
で
の
散
策
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
ま
た
、
周
辺
の

畑
で
は
柿
の
実
り
が
最
盛
期
で
あ
り
、
あ

る
農
家
の
方
か
ら
は
お
土
産
に
ど
う
ぞ
と

声
を
掛
け
ら
れ
、
皆
さ
ん
で
遠
慮
無
く
頂

く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
と
し
て
は
、
小
町
の
館
か
ら
小

田
方
面
に
向
か
い
、
欄
干
に
小
町
の
像
が

四
体
置
か
れ
て
い
る
沢
辺
橋
、
県
内
最
大

級
と
言
わ
れ
て
い
る
五
輪
塔
の
あ
る
金
嶽

神
社
、
そ
し
て
東
城
寺
、
毎
年
四
月
に
流

鏑
馬
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
日
枝
神
社
と

約
六
キ
ロ
の
行
程
を
巡
り
ま
し
た
が
、
私

を
含
め
土
浦
に
住
み
な
が
ら
初
め
て
訪
れ

た
場
所
や
、
歴
史
的
に
も
大
変
貴
重
な
建

築
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
改
め
て
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
と
の
意
見
が
多

く
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
の
良
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

来
年
度
も
更
に
よ
り
多
く
の
部
員
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
計
画
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち「
中
国
武
術
気
功
友
の
会
」は
、

主
に
一
中
地
区
公
民
館
を
会
場
に
し
て
、

毎
週
土
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
十
一
時

三
十
分
ま
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
会
は
、
発
足
し
て
か
ら
二
十

余
年
が
た
ち
、
そ
の
間
に
メ
ン
バ
ー
を
変

え
な
が
ら
も
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

八
名
の
会
員
が
練
習
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
主
な
内
容
は
、
楊
式
太
極
拳
八
十
八

式
と
健
康
気
功
、
動
物
気
功
等
の
五
種
類

の
気
功
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

  

講
師
は
，
趙
玉
祥
先
生
で
す
。
先
生
は
、

中
華
人
民
共
和
国
の
出
身
で
、
幼
い
頃
か

ら
中
国
武
術
を
学
ば
れ
、
成
人
さ
れ
て
か

ら
は
北
京
の
大
学
で
中
国
武
術
の
講
師
を

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
か
ら
三
十
年

位
前
に
来
日
さ
れ
、
日
中
伝
統
武
術
協
会

を
設
立
し
、
中
国
武
術
の
普
及
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
の
各
地
に
先
生
の

教
室
が
在
り
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
生
徒
さ

ん
に
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。ま
た
、

先
生
は
山
西
省
形
意
拳
の
伝
承
者
で
も
あ

り
ま
す
。
日
曜
日
に
は
石
岡
の
道
場
で
教

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
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同
好
会
だ
よ
り

ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
の
会

ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
の
会

ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
の
会

ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
の
会

佐
藤
い
づ
み

私
た
ち
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
の
会
」

は
、
こ
の
一
中
地
区
公
民
館
で
活
動
を
始

め
て
か
ら
十
年
に
な
り
ま
す
。

講
師
の
藤
田
歌
子
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
か
ら

様
々
な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
バ
ッ
ク
、
小
物
入

れ
、タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、ベ
ビ
ー
キ
ル
ト
等
々
、

思
い
思
い
に
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が

多
く
い
る
た
め
か
、
年
に
一
回
の
秋
の
お

食
事
会
も
、
毎
年
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
活
動
の
日
に
は
、
メ
ン
バ
ー
同

士
の
お
し
ゃ
べ
り
に
も
花
が
咲
き
、
手
の

動
き
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
、
和
気
あ
い
あ
い
の
時
間
が
流
れ
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
地
区
内
に
限
ら
ず
、
広
く

市
内
か
ら
、
ま
た
は
他
の
市
や
町
か
ら
も

集
ま
り
ま
す
。

毎
月
第
一
、
第
三
金
曜
日
の
十
三
時
～

十
五
時
三
十
分
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
毎

年
秋
に
開
か
れ
る
公
民
館
祭
に
展
示
し
て

い
ま
す
。

特
に
課
題
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
各

自
作
り
た
い
作
品
を
自
分
の
レ
ベ
ル
、

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
挑
戦
し
て
い
る
の

で
、
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
活
動
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
作
り
で
す
が
、

共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、「
キ
ル
ト
が
大

好
き
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

上
手
下
手
、
経
験
の
有
無
、
そ
し
て
年

齢
な
ど
、
何
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒
に
作
品

作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　第４５回　花と緑の環境美化コンクールにおいて一中地
区コミニュティセンターが県知事賞を受賞いたしました。
　このコンクールは、「花いっぱい運動ですばらしい成果を
あげている地域・団体・職場・学校を表彰し、地域住民及
び児童・生徒の環境美化に関する関心・意欲を高め、花いっ
ぱい運動を推進することを目的に実施」されるものです。

茨城県知事賞を受賞

  

私
た
ち
の
練
習
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
ま

ず
、最
初
に
、「
気
功
」を
や
り
ま
す
。
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
先
生

の
動
き
を
真
似
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　

次
は
、「
楊
式
太
極
拳
」
で
す
。
音
楽

に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

私
は
、
ま
だ
未
熟
な
の
で
、
先
生
の
動
き

に
合
わ
せ
る
の
が
精
一
杯
で
す
が
、
長
く

や
ら
れ
て
い
る
生
徒
さ
ん
は
、
と
て
も
上

手
に
で
き
ま
す
。
最
後
に
、
太
極
拳
を
反

復
練
習
し
て
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。

　
少
な
い
会
員
で
す
が
、
和
気
あ
い
あ
い

と
練
習
し
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非

一
度
練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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困りごとは、ありませんか？

社会福祉協議会中央支部だより

　公民館には、社協の地域ケアコーディネーター
が皆さんの困りごとをお聞きし、必要な情報の
提供や、関係機関への橋渡し役として、相談業
務をおこない、「誰もが安心して暮らせるまちづ
くり」をサポートします。お子さんから高齢者
まで、幅広く受け付けています。
　何かの際には、気軽にお声かけくだ
さい。　　【821-0104　担当：須藤】

　70歳以上のひとり暮らし高齢者や支援が必要な方の
安否確認や孤独感を解消していただくため、毎月第2・
4水曜日にボランティアサークル「たまき会」の方がま
ごころ込めて作ったお弁当をお届けしています。
　お弁当作りに興味のある方は、一中地区公民館
（821-0104　担当：須藤）にお問い合わせください。

「まごころ」を
　　　届けています！
「まごころ」を
　　　届けています！
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短
歌
短
歌

龜
俳
句
会
（
同
好
会
）

龜
俳
句
会
（
同
好
会
）

編
集
後
記

編
集
後
記

弥
生
三
月
、
梅
の
見
頃
が
過
ぎ
間
も

な
く
桜
舞
う
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

す
。学

生
さ
ん
は
卒
業
式
、
社
会
人
は
年

度
末
と
何
か
と
忙
し
い
締
め
く
く
り
の

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
春
夏
秋
冬
と
一
年
を
通
じ
季

節
の
始
ま
り
の
時
期
で
も
あ
り
、
暗
い

冬
の
時
が
過
ぎ
、
春
の
若
葉
が
芽
を
吹

き
始
め
、
今
ま
さ
に
開
花
を
待
ち
望
ん

で
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
本
号
も
大
勢
の
皆
さ
ま
に
寄

稿
頂
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
新
た
に
「
龜
俳
句
会
」
か

ら
寄
稿
を
頂
き
ま
し
て
編
集
委
員
一
同

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
号
の
編
集
担
当
者
）　

　
　

新
井　

幸
男
／
田
中
久
美
子

　
　

岡
部　

恒
文
／
横
山　

光
栄

　
　

梅
木　

逸
夫
／
進
士　

武
之

　
　

小
野
村
一
博
／
加
藤　

節
子

　
　

山
本　

敦
子

片
方
の
眼
の
落
ち
午
後
の
雪
だ
る
ま

杉
野　

寵
児

生
き
る
ほ
ど
知
ら
ぬ
こ
と
増
え
冬
木
の
芽

今
泉　

準
一

居
残
る
は
己
の
意
志
か
春
の
鴨今

泉　

晴
美

あ
め
色
の
蚕
か
そ
け
き
糸
を
吐
き

垣
内
か
を
り

剪
定
と
は
名
ば
か
り
の
乱
切
り
の
枝

金
岡　

景
子

打
水
を
し
て
風
の
道
つ
く
り
け
り

河
口
美
津
子

六
曜
は
無
用
の
用
や
初
暦

矢
口　

征
子

流
燈
の
果
て
し
灯
と
も
し

を
黙も
だ

の
母

　
　
　

渡
辺
ふ
み
子

新
春
の
戸
田
の
朝
凪
透
き
徹
り

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ゆ
ら
ぐ
波
に
海ひ
と
で星
ま
ど
ろ
む

　

中
央
一
丁
目　

櫻
井　

雅
江

早
春
の
入
り
江
を
洗
う
瑠
璃
の
波

　
　
　
　
　
　
　
　

破
船
を
揺
ら
す
弦
の
音
響
く

　
　

大
町　
　
　
　

齋
藤　

順
子

咲
き
初
む
る
庭
の
水
仙
惜
し
む
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　

香
り
を
つ
れ
て
友
抱
へ
く
る

　
　

大
和
町　
　
　

瀬
古
澤
和
子

水
仙
の
ふ
あ
っ
と
香
る
キ
ッ
チ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
そ
み
し
春
の
和
ら
ぎ
の
あ
り

　
　
　

田
中
一
丁
目　

井
上　

寛
江

夜
半
に
舞
う
万
の
花
び
ら
乱
れ
雪

　
　
　
　
　
　
　
　

春
の
一
夜
を
あ
な
た
は
さ
く
ら　
　

　

生
田
町　
　
　

金
丸　

玉
貴

春
が
く
る
山
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
乱
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

誰
か
ら
咲
く
や
こ
の
花
咲
く
や

　
　
　
　

生
田
町　
　
　

桑
田
今
日
子


